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信頼責任者申込書 

平成  22 年   ○月  ○日 

 

              住所：  東京都千代田区三番町○○-○○ 

フリガナ      シンライ タロウ                            

氏名：        信頼   太郎                         印 

 

              住所：  東京都千代田区三番町△△-△△ 

フリガナ                                           

氏名： 特定非営利活動法人 ○○○○ 代表理事 ○○ ○○     印 

※氏名はいずれも自筆による署名でお願いいたします。 

 

 

私は、乙が公益財団法人信頼資本財団（以下：財団）に対して平成 22 年 ○月 ○日付で行う

融資申請に関して、下記に記載された事項を、乙から十分に説明を受け、これを理解し、かつ自ら

の自由意思により、以下の事項を承諾した上で、乙の信頼責任者となることを申請します。 

 

■私は、下記の信頼責任者の要件をいずれも充足することを確認します。 

① 次の要件以外の方 

・融資申請企業（団体）の常勤役員、従業員、支配的株主、その他これに準じる方。 

・上記の方の親族・姻族含めて 3 親等以内の方。 

② 融資対象者の事業が継続し、融資の返済が完遂できるように支援してくださる方 。  

③ 信頼責任者の情報および本紙「信頼資本データベース登録情報」に記載した情報は、財団の

情報管理規則および信頼資本データベース管理運用規程に従い、その一部又は全部が、財

団データベースに登録・公開されること、また、財団がその情報の利用について信頼責任者

に協力を求めることがあることに同意する方。 

 

■私は、下記の信頼責任者の責任の内容を十分に理解し、それを遵守します。 

① 私は、融資対象者の事業がその目的を達し、かつ財団からの融資が円滑に返済されるように、

私が本紙「信頼責任を負う事業に対してどのような貢献ができるか」の項に記載した内容を

履行することを約束します。 

② 私は、融資対象者が財団に対する金銭返還義務を履行しなかった場合でも、財団に対し、融

資対象者にかわり、その未払い金額を支払う義務は負っていないことを理解します。 

但し、私が自主的に融資対象者の債務を支払いたいと考えた場合は、財団に相談することはで

きること、及び財団から強制されることなく、自らの自主的な判断により、融資対象者に金員を貸

代表

者印 

認

印 

信頼責任者（甲） 

融資申請者（乙） 
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し付けて、財団への融資返還を促進する、または財団、融資対象者、私の３者合意の上で新し

い契約を作る方法などがあることは理解します。 

③ 私は、財団の行う信頼資本蓄積事業に協力を要請された場合、財団から強制されることなく、 

自らの自主的な判断により、それに協力することができることを理解します。 

④ 財団との合意なく信頼責任者の地位を離脱できないことを確認します。  

 

■信頼資本データベース登録情報 

私は、下記に記載した事項が、融資の成立の有無に関係なく財団データベースに登録さ

れること、そして融資が成立した場合には、財団の定める情報管理規則および信頼資本デ

ータベース管理運用規程に従い、その一部または全部が公開されることを承認します。 

 

Ⅰ．基本情報 

ハンドルネーム  

※公開情報にはこちらのハンドルネーム（別名）が公開されます。 

 

□電話番号 03-6268-9708 
連絡先 

□Email アドレス info@shinrai.or.jp 

 

申請者との関係 大学時代以来の友人（10 年位の付き合い） 

 

 

 

経歴、年齢 

○年○月 東京都にて出生（現○○才） 

○年○月 ○○大学農学部卒業（最終学歴） 

○年○月 ○○株式会社入社 環境コンサルティ

ング会社の営業に携わる 

その他、○年○月 NPO 法人○○ 理事就任 

1978 年 8 月 千葉県にて出生（現 31 才） 

2001年3月 ○○大学農学部卒業（最終学歴、その他

の学歴） 

2001 年 4 月 ○○株式会社入社 環境コンサルティン

グ会社の営業に携わる 

その他、2009 年 1 月 NPO 法人○○ 理事就任 

 

 

保有資格等 ※公的・民間の別 環境カウンセラー （環境省所管） 

技術士（環境部門：国家資格） 

 

 

 



無保証（信頼責任制）の場合 
【記入例】 

3 
 

Ⅱ．信頼責任者としての責任 

 

信頼責任を負う事業に対してどのような貢献ができるか 

信頼責任者となる企業・団体が持続可能な事業を続け、融資を返済していくためにあなたが貢献で

きることを教えてください。 

・1 回／月は事業の状況を確認するとともに返済に滞りがないか確認する（先方から状況の報告

を受けるようにいたします）。 

・万が一返済が滞る、または滞りそうになった場合は、面談を行い善後策を協議する。 

・自分の専門性（環境カウンセラー、技術士）を活かしてボランティアとして同社の事業を支援す

る。 

・同社のサービスを受けている（商品を定期的に購入にしている）。 

・寄附を行っている。または同社への寄付を募る活動を行っている。 

・同社の事業を自身のブログで紹介する。 

・同社の事業及び商品・サービスを周囲の人たちに宣伝する。 
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Ⅲ．社会に還元できる無形資産 

 

１．自分の知恵・知見・人的ネットワークをどのよう分野でどのように活用できるのか、貢献できると

思う項目にチェックをした上で詳細をご記入ください。 

 

（１）自分が貢献している、またはしたいと思う社会的事業の分野  

複数回答可（□を■に変更してチェックしてください） 

■ 農林水産畜産業 ■ 環境  ■ 教育  □ 福祉 □医療  □ 人権 

□ その他（                ） 

 

（２）上記で選択した分野において自分が貢献できる分野 

複数回答可（□を■に変更してチェックしてください） 

□事務全般 □パソコンでの文書作成・デー

タ集計 

□ホームページ制作 

□デザイン・イラスト製作 □広報・PR □映像・音響 

■営業・マーケティング □イベント企画・運営 □編集 

□通訳・翻訳 □財務・会計 ■調査 

■学習支援・指導 □スポーツ指導 □写真 

□音楽 □手工芸 □保育 

□相談・カウンセリング □外出・買物支援 ■野外での活動 

□その他（ ） 

 

（３）（２）で選んだ分野で具体的にどのような貢献ができますか？ 

選択した

分野 
具体的な貢献内容 貢献可能頻度 

無償／有償 

※有償の場

合条件を記

載 

■営業・

マ ー ケ

ティング 

・企業の環境部門もしくは CSR 担当者な

どを紹介することができる。 

・ 

 

■６回／年以上 

□２～５回／年 

□１～２回／年 

□１回／年 未満 

■無償 

□有償 

（条件：    

■調査 ・環境調査（生物調査）の実務経験がある

ので、調査を行うことができる。 

・ 

 

□６回／年以上 

□２～５回／年 

■１～２回／年 

□１回／年 未満 

■無償 

□有償 

（条件：    
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■ 学 習

支援・指

導 

・英語が得意なので（TOEIC800 点）、児

童養護施設等で学習ボランティアができ

る。 

 

■６回／年以上 

□２～５回／年 

□１～２回／年 

□１回／年 未満 

■無償 

□有償 

（条件：    

■ 野 外

で の 活

動 

・播種、収穫期に農作業の手伝いができ

る。 

 

 

□６回／年以上 

■２～５回／年 

□１～２回／年 

□１回／年 未満 

■無償 

□有償 

（条件：    

  □６回／年以上 

□２～５回／年 

□１～２回／年 

□１回／年 未満 

□無償 

□有償 

（条件：    

 

 

２．信頼資本データベース登録内容に関する確認事項 

（□を■に変更してチェックしてください） 

確認事項 

① 上記データ中、公開できない事項

はありますか？ 

※個人の特定できる情報は公開範囲に

含まれません 

 

□ あり 

 

■ なし 

 

 

（①が「はい」の場合） 

公開出来ない事項を具体的に教えてく

ださい。 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

   以上 


